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さわやかな秋晴の季節となりましたが、皆さんいかがお過ごしでしょうか。 

進路指導にとって秋は、生徒の進路選択や進路実現の季節になります。現在、高等部３年

生は、それぞれの進路実現に向けて最後の取り組みを行っています。 

１０月より高等部２年生の現場実習がいよいよ始まります。２年生の実習は「視野を広げ

るための実習」であり、今後の進路希望先を決めていくための大切な実習になります。様々

な事業所を見学や実習を通して体験していただき、事業所の

様子を知ることで、今後本人の進路実現に向けて必要な課題

を模索していくことが大切になります。保護者の皆様にも反

省会をはじめ、事前の打ち合わせや初日あいさつなどにご協

力いただくことも多くなりますが、事業所の方と直接話がで

きる機会にもなりますので、何卒ご協力よろしくお願いしま

す。また、実習期間中は疲労がたまりやすいですのでお子様

のご家庭でのケアもあわせてよろしくお願いいたします。 

 

●神戸市より 就労に関する WEB 講座の紹介 

先日、学校より芦屋市や西宮市の事業所紹介の情報を紹介させていただきました。動画で

各市の事業所を視聴していただき、たくさんの方々から「事業所選びの参考になった」「卒

業後の進路を考えるきっかけとなった」というご意見が届いています。 

さて、今回は就労に関する情報を紹介します。神戸市のWEB講座「はたらくってなんだ

ろう？」です。これからの「はたらく」ということについて考えるきっかけにしていただく

ためのWEB講座が神戸市のホームページで紹介されていますので、ぜひご覧ください。 

 

①WEB講座（動画）「時間割」 

・１時間目 「はたらく」準備について  しごとサポート中部   南  雅博 様 

・２時間目 障害とつきあいながら働くために 

                   （創）シー・エー・シー  北岡 祐子 様 

・３時間目 企業で働くための心構え   日本パーソネルセンター（株） 

                                大本 正巳 様 

・４時間目 いろいろな仕事を知ろう！  白鶴酒造（株）     林  寿和 様 

・５時間目 ビジネスマナーの基本    （株）C to B       熊内 弘次 様 

 

「はたらく」ということについて、支援機関や企業、

医療の分野、コンサルタントの方からわかりやすいお

話をいただけます。就職するために、大事なことはな

んだろう、どんな心構えで向かえばよいの？など、「は

たらく」ことについて具体的なイメージを持つことが

できます。お子様の“卒業後の就労”を少しでもイメ

ージすることできるよう、この機会にご活用いただけ

たら嬉しく思います。 

 

 

★講座URL https://www.city.kobe.lg.jp/a97737/shuro/douga.html#midashi_01 
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次に、神戸市内の就労移行支援事業所を動画で紹介しています。本校から、高等部２年生、

３年生の現場実習や卒業後の進路先で大変お世話になっている事業所も数多く紹介されて

います。「就労移行支援事業所ってどんなことをしているの？」という疑問にもお答えでき

る動画になっています。ぜひご覧ください。 

②就労移行支援事業所WEB見学会（神戸市） 

（東灘区）みちしるべ神戸ワークプロジェクトみかげ 

     みちしるべ神戸ワークプロジェクト中央青果 

     エム・ワークス 

 

（灘区） みちしるべ神戸ワークプロジェクトまや 

     ＰＥＡＫＳ六甲               

その他、中央区からはホームページで確認してください。 

検索方法について 

①神戸市ホームページより検索する方は 

ホーム 〉健康・医療・福祉 〉障害者福祉 〉障害者福祉トップ（利用者向け） 〉 

障害者の就労サポート >WEB講座 よりご覧ください。 

 

②“神戸市 就労に関する動画コーナー”と検索したページよりご覧ください。 

 

●障害福祉サービスについて④ ～自立訓練（生活訓練）～ 

今回は、自立訓練（生活訓練）の事業所について紹介します。自立訓練（生活訓練）は、

地域生活を営む上で、生活能力の維持・向上を目指し、自立した日常生活を送れるように、

必要な訓練を行う事業所になります。事業所によってサービスの内容は様々ですが、下記の

ようなサービスを受けることができます。 

 

・食事、排泄、更衣など、日常生活を営むために欠かせない力の向上 

・身だしなみや挨拶などの習慣の育成を図る 

・買い物、料理、洗濯、清掃など、日常生活に必要な力を身につける 

・計算や漢字の読み書きなどの基礎学習の向上 

・作業を体験して手先の巧緻性を高めること、ルールやマナーを学ぶ 

・パソコンの基本操作の習得 等 

 

福祉サービスの制度上、期限は２年間になります。その間に、

自立した日常生活を目指し、様々な体験を通じて興味の幅を広げ

たり、生活習慣を整えたりしていきます。 

 

●高等部卒業生の過去３年間の進路先（自立訓練） 

 

 〈芦屋市〉 

 〈西宮市〉SOCIAL SQUARE（ソーシャルスクエアー） 

 〈神戸市〉エコール KOBE 

 〈尼崎市〉Job Step（ジョブ ステップ）         

チャレンジ・コヤリバ 

 〈伊丹市〉スクールきると伊丹校 

 

＊上記のうち、“エコール KOBE”と“スクールきると”は福祉型専攻科 

とも呼ばれ、“学校”の形態をとっています。次号で詳しくご紹介します。 


